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マクロセル腐食が気になりませんか？マクロセル腐食が気になりませんか？
リフリート工法DS仕様は、断面修復材とコンクリートとの境界部の鉄筋腐食を抑制します。リフリート工法DS仕様は、断面修復材とコンクリートとの境界部の鉄筋腐食を抑制します。

鉄筋コンクリートの部分的な断面修復では、コンクリートと補修材の境界の再劣化（マクロセル腐食）が懸念されますが、１０年
間の暴露実験で、リフリート工法（塩害仕様＋ＲＦ弾性コート）は、これらの腐食を抑制することが確認されました。

暴露10年後の境界部の鉄筋腐食は？
境界部の鉄筋は、図３でわかるようにほぼ腐食していません。他工法の参考図から、一般的には境界部で腐食することがわかります。

リフリート工法（塩害仕様）は？ 
実験で検証した仕様は、以下の通りです。

どのような試験体？ 暴露は何処で？
試験体は、鉄筋を2本設置した塩化物イオン2.4ｋｇ/m3を加えたコンク
リートに中央部を断面修復したものです。図１のような形状・寸法です。

何を測定？ 何を分析？
暴露１０年後の試験体から鉄筋を取り出し、鉄筋の錆の状態や面積を測
定・算出しました。
鉄筋に沿ってコンクリートを切り出し、防錆有効成分（亜硝酸イオン
量）と腐食因子（塩化物イオン量）を境界部から10mmごとに分析し
ました。

暴露10年後の外観は？ 取り出した鉄筋は？
塗膜の切れや剥離はなく、図２のように鉄筋の錆はごく少ない状態です。

■暴露10年後の鉄筋腐食と防錆成分の分析レポート

ＲＦ-１００（固化型けい酸塩系表面含浸材） 

ＤＳ-４００（亜硝酸塩系塗布型防錆材）注１） 

ＲＦ防錆ペースト（鉄筋防錆処理材および断面修復プライマー） 

ＲＦ厚付モルタル（断面修復材） 

ＲＦ防錆ペースト（不陸等調整用下地処理材） 

ＲＦ弾性コート（柔軟型ポリマーセメント系表面被覆材） 

注１）本実験では旧リフリート工法（塩害仕様）のＤＳ３００（亜硝酸塩系塗布型防錆材を使用） 
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工程⑥

コンクリート

鉄筋

▲図１　暴露試験体の形状・寸法（ｍｍ）

▲図2　暴露１０年後の鉄筋の錆（リフリート工法）

▲

図3
　暴露１０年後の
　鉄筋の錆
　（リフリート工法）

▲

参考図１
　暴露１０年後の
　鉄筋の錆
　（他工法の例）
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●リフリート工法では、断面修復部にも使えるんです。
●表面に施工する場合は、塗布後完全に乾燥させてからRF防錆ペーストを施工します。
●30年以上前から施工実績を積み重ねています。

断面修復にも使えるんです！

ご存知ですか！
『RF-100』は、“固化型けい酸塩系表面含浸材”に
位置付けられています

ご存知ですか！
『RF-100』は、“固化型けい酸塩系表面含浸材”に
位置付けられています

2012年に土木学会より、『コンクリートライブラリー137  けい酸塩系表面含浸工法の設計施工指針（案）』が発刊されました。

溶けにくいんです！

同指針（案）では、改質機構による分類を規定しています。

RF-100 は、固化型けい酸塩系表面含浸材に位置付けられ、その他のけい酸塩系表面含浸材とは異なり、
その乾燥固形物は水に溶けにくい性能を有します。

改質機構 乾燥固形物 主成分

固化型

反応型

水に溶けにくい
（難溶性）

水に溶けやすい
（可溶性）

けい酸リチウム
（RF-100）

けい酸塩混合型

けい酸ナトリウム

けい酸カリウム

断
面
修
復

表
面
被
覆

RF-100塗布

乾燥後

乾燥後

No.03

施工後、長期間経過した構造物の追跡調査記録を確認されてますか？施工後、長期間経過した構造物の追跡調査記録を確認されてますか？
～リフリート工法は、追跡調査で効果を確認しています。 ～～リフリート工法は、追跡調査で効果を確認しています。 ～

補修材料・工法の選定では、各種物性等の確認に加えて、補修後の長期追跡調査によって実環境の耐久性を確認しておくこと
が重要です。リフリート工法は、良好な材料を厳格な施工管理士制度の下で補修し、追跡調査で耐久性を確認しています。 

コンクリート構造物の概要と補修31年後の外観… 鉄筋腐食によるはく落なし 

付着試験（補修31年後）…  補修材の付着強さは良好 （平均 1.7Ｎ／ｍｍ２）

■リフリート工法（RF仕様）で補修後31年を経過した建築物の追跡調査レポート 

補修材は、補修後３１年経過しても付着強さを持続している。
 （いずれの破断箇所も補修材以外が主で、付着は計測値以上と評価）  

●調査時 （補修後３１年：２０１４年）

●手摺支柱裏 ●梁側面

物　　件 

所　　在 

建　　設 

士別市民会館 （ＲＣ造，一部ＳＲＣ造） 

北海道士別市 

１９６４年 

補　　修  

補修工法 

調　　査 

１９８３年８月 （建設１９年後） 

リフリート工法 （現 ＲＦ仕様） 

２０１４年１１月 （補修３１年後） 

注） 外壁は、１９８３年にリフリート工法で補修後、数年後に弾性系仕上塗材が施されている。

●補修時 （１９８３年）

中性化等よる鉄筋腐食・はく落等が散見 補修時の外観
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補修後３１年経過しても、鉄筋腐食による“はく落等”の劣化の顕在化は見受けられない。  

リフリート工法で維持保全：追跡調査報告書【中性化補修】
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事前試験施工の結果、本施工に「リフリート工法」が採用… そして19年後

試験施工23年後（リフリート工法）
コンクリート構造物の維持保全には、実績のある適切な
補修材料、工法の選定、そして確かな施工が必要です。
今回、工法選定にあたり実施された試験施工箇所（全７工
法）を目視照査。この試験施工箇所は、実施後23年が経
過していました。
結果は、写真でおわかりのよう
に、リフリート工法実施箇所は、
おおむね良好な状態であること
が確認されました。

施工法A 施工法B 施工法C

施工法F施工法E施工法D

試験施工23年後（他工法）

他工法はコンクリート躯体から補修材が広範囲に
剥がれ落ちている状態

事前試験施工（頭首工） 
●事前試験施工：1987年、全7工法からの選定（リフリート工法が採用）

“凍害補修19年後”の追跡調査結果（導水路） 
▶外観：全体的には良好な状態
目地部周辺等の躯体挙動に影響される部分の一部の断面修復材のひび割れ、
浮きおよび剥落が見られるが、全体的には良好な状態であった。

▶躯体コンクリートと被覆材の付着強さ：
平均で1.6N/mm2（４×４ｃｍ鋼製治具と試験機を用いて測定）

●凍害補修19年後の付着試験結果

全 景

目地部周辺 喫水補修部

凍害補修19年後の外観

付着強さ※

0.9N/mm2
0.3N/mm2
0.2N/mm2
1.9N/mm2
1.8N/mm2
3.3N/mm2
2.5N/mm2
1.6N/mm2

破断箇所
躯体100%
躯体100%
躯体100%
躯体100%
躯体100%
躯体100%
躯体100%

－

調査箇所
Ａ

（スケーリング無）
Ｂ

（スケーリング有）

Ｃ
（スケーリング無）

平均
注）※:付着強さの低い箇所も、躯体100％破断

19年経過の本工事においても
全体的に良好な状態でした。

23年後も目視観察では
おおむね良好な状態でした。

凍害劣化した導水路をリフリート工法で補修凍害劣化した導水路をリフリート工法で補修
～長期経過後の追跡調査でその効果を実証 ～～長期経過後の追跡調査でその効果を実証 ～

■リフリート工法による凍害補修が長期に渡り、その機能を保持していたことが実証されました。

リフリート工法で維持保全：追跡調査報告書【凍害補修】
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塩害対策を実施後、約20年経過した現在でも稼働中塩害対策を実施後、約20年経過した現在でも稼働中
～リフリート工法は、追跡調査で効果を確認しています。～～リフリート工法は、追跡調査で効果を確認しています。～

補修材料および工法の選定では、各種物性等の確認に加えて、補修後の長期追跡調査によって実環境の耐久性を確認しておく
ことが重要です。リフリート工法は、良質な材料を厳格な施工管理士制度の下で施工し、追跡調査で耐久性を確認しています。
■本報告は、2017年度日本建築学会大会にて報告されております。

調査結果の概要海岸に隣接する構造物を
補修。そして約20年…。
今でも健全性を保持し、
稼働しています。

調査した構造物は、1957年（約60
年前）に稼働を開始したとされる鉄筋
コンクリート造のセメントサイロです。
富山港に近い場所に位置し、海風等の
影響を受ける場所です。

補修工事着工前の調査では、外壁の
一部で鉄筋が露出する症状が確認さ
れ、また、表層5～20mmの位置で塩
化物イオン量が最大2.6㎏/m3含有
されているという結果が報告されて
おりました。
補修は1997年にリフリート工法（DS
仕様：塩害対策）にて実施され、現在も
稼働中のものです。

リフリート工法で維持保全：追跡調査報告書【塩害補修】

■リフリート工法（DS仕様）で補修後、約20年経過した鉄筋コンクリート構造物の調査報告書

外観

補修後約20年を経過。一部
に塗膜の剥がれやひび割れ
が確認できるものの、鉄筋
の露出などの再発は見受け
られない。

鉄筋の腐食状況

■は、西面修復履歴のある箇所の鉄筋。腐食の様子はない。鉄筋周りには、RF防
錆ペーストやRF厚付モルタルと思われるペースト、モルタル類が観察できる。

■、■は、はつり出した鉄筋。コンクリートの中性化は進行していない。鉄筋に著し
い腐食は見られない。

表面保護層の付着強さ

表面保護層の付着強さは、高い値が計測された。

北面より富山湾を望む

補修前（1997年）補修前（1997年） 調査時（2016年）調査時（2016年）

内部鉄筋内部鉄筋

1 2 3

1

2 3

測定
箇所

付着強さ
（N/mm2） 主な破断箇所

①2.9

②2.9

③3.1

①2.6

②3.1

③2.3

ペースト内部

ペースト内・コンクリート内　混合

ペースト内・コンクリート内　混合

測定治具接着剤と塗布の界面

測定治具接着剤と塗布の界面

測定治具接着剤と塗布の界面

北面
中段

北面
下段
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内在塩分量が２㎏/ｍ３を超える場合は、
リフリート工法により補修する。

内在塩分量が２㎏/ｍ３を超える場合は、
リフリート工法により補修する。

本内容は、第三者による評価結果を掲載するものです。詳細な内容は、発表論文「内在塩分に起因した塩害損傷における補修
材料の比較と評価」をご参照いただけますようお願いいたします。
■なお、発表論文の使用については、阪神高速技術株式会社様よりご承諾を受けております。

NETISやメーカーおよび主成分より６種類の補修材料を選定内在塩分に起因した塩害
損傷が多く発生する可能
性が高い。だからこそ、適
切な補修材料を選定し、維
持管理工法を体系化して
いく。
近年、RC橋脚やRC床版において、除

塩不足の海砂に起因した塩害損傷構

造物が確認されている。塩化物総量規

制が行われる以前に建設された構造

物が多い阪神高速道路では、今後内

在塩分に起因した塩害損傷が多く発

生する可能性が高い状況にある。しか

しながら、阪神高速道路では、内在塩

分に起因した塩害損傷に対しての補

修方法が定められていないため、今後

に向けて、適切な補修材料を選定し、

維持管理方法を体系化していく必要

がある。

本稿では、多種多様な補修材料から適

切な材料を選定することを目的に行っ

た補修効果確認試験結果を示したの

ち、施工性・経済性を総合的に比較・

評価した結果を報告する。
（発表論文より抜粋：原文）

内在塩分量が２㎏/ｍ内在塩分量が２㎏/ｍ内在塩分量が２㎏/ｍ３３３を超える場合は、を超える場合は、を超える場合は、
他工法との比較・評価 －阪神高速技術社による評価－

■阪神高速道路第49回技術研究発表会にて、阪神高速技術(株)より発表された内容です。

試験で使用した補修材料

選定方法
①NETISから「断面修復材」、「塩害」
で絞り込んだ結果から内容を確認
して抽出
②大手セメントメーカーの製品から
効果が見込めるものを抽出

　主成分やメカニズムが異なる5種
類と、通常使用しているポリマーセ
メントの6種類とした（表-1）。

　（発表論文より抜粋）

B：リフリート工法 DS仕様 【太平洋マテリアル株式会社】
●NETIS登録技術 KTK-150007-Ａ
●ケイ酸リチウム=RF-100 ●亜硝酸リチウム=DS-400

Ａ：※※※
●塩分固定化型  ●PAE（ポリアクリル酸エステル）

C：※※※
●NETIS登録技術 ●塩分吸着材 ●亜硝酸

D：※※※
●NETIS登録技術 ●含浸系保護材 ●シラン

E：※※※
●NETIS登録技術 ●特性陽極材 ●亜鉛

現状

A

B

C

D

E

※1  NETIS登録のうち、断面修復＆塩害でフィルタリング
　　 した結果選定されたもの
※2  ポリアクリル酸エステルの略

内容

断面修復

断面修復

断面修復

断面修復

電気防食

主成分

ポリマーセメントモルタル

塩素固定化型・PAE※2

塩分吸着材・亜硝酸

含浸系保護材・シラン

特性陽極材・亜鉛

ケイ酸リチウム
亜硝酸リチウム

NETIS※1

─

─

○

○

○

○

RF-100の塗布

DS-400の塗布

防錆処理
（RF防錆ペースト）

埋め戻し

下地調整保護層（RF防錆ペースト）

RF厚付モルタル

表面保護
（含浸材）

表-1　試験で使用する補修材

○ケイ酸リチウム
亜硝酸リチウム断面修復B
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マクロセル腐食が気になりませんか？マクロセル腐食が気になりませんか？
リフリート工法DS仕様は、断面修復材とコンクリートとの境界部の鉄筋腐食を抑制します。リフリート工法DS仕様は、断面修復材とコンクリートとの境界部の鉄筋腐食を抑制します。

鉄筋コンクリートの部分的な断面修復では、コンクリートと補修材の境界の再劣化（マクロセル腐食）が懸念されますが、１０年
間の暴露実験で、リフリート工法（塩害仕様＋ＲＦ弾性コート）は、これらの腐食を抑制することが確認されました。

暴露10年後の境界部の鉄筋腐食は？
境界部の鉄筋は、図３でわかるようにほぼ腐食していません。他工法の参考図から、一般的には境界部で腐食することがわかります。

リフリート工法（塩害仕様）は？ 
実験で検証した仕様は、以下の通りです。

どのような試験体？ 暴露は何処で？
試験体は、鉄筋を2本設置した塩化物イオン2.4ｋｇ/m3を加えたコンク
リートに中央部を断面修復したものです。図１のような形状・寸法です。

何を測定？ 何を分析？
暴露１０年後の試験体から鉄筋を取り出し、鉄筋の錆の状態や面積を測
定・算出しました。
鉄筋に沿ってコンクリートを切り出し、防錆有効成分（亜硝酸イオン
量）と腐食因子（塩化物イオン量）を境界部から10mmごとに分析し
ました。

暴露10年後の外観は？ 取り出した鉄筋は？
塗膜の切れや剥離はなく、図２のように鉄筋の錆はごく少ない状態です。

■暴露10年後の鉄筋腐食と防錆成分の分析レポート

ＲＦ-１００（固化型けい酸塩系表面含浸材） 

ＤＳ-４００（亜硝酸塩系塗布型防錆材）注１） 

ＲＦ防錆ペースト（鉄筋防錆処理材および断面修復プライマー） 

ＲＦ厚付モルタル（断面修復材） 

ＲＦ防錆ペースト（不陸等調整用下地処理材） 

ＲＦ弾性コート（柔軟型ポリマーセメント系表面被覆材） 

注１）本実験では旧リフリート工法（塩害仕様）のＤＳ３００（亜硝酸塩系塗布型防錆材を使用） 

工程①

工程②

工程③

工程④

工程⑤

工程⑥

コンクリート

鉄筋

▲図１　暴露試験体の形状・寸法（ｍｍ）

▲図2　暴露１０年後の鉄筋の錆（リフリート工法）

▲

図3
　暴露１０年後の
　鉄筋の錆
　（リフリート工法）

▲

参考図１
　暴露１０年後の
　鉄筋の錆
　（他工法の例）

鉄筋 1

鉄筋 2

100（コンクリート） 100（コンクリート）150（断面修復部）

（境界）（境界） （境界）（境界）

局
部
腐
食
面
積
率（
％
）

断面修復部

（境界）

コンクリート

補修材中央からの距離（mm）

0 50 100 150

100

80
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40

20

0

断面修復部

（境界）

コンクリート

局
部
腐
食
面
積
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％
）

補修材中央からの距離（mm）

0 50 100 150

100

80
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0

マクロセル腐食
（再劣化）

150

15
0

60

30

530
350
150

エポキシ塗装

鉄筋（D19）断面修復部
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●リフリート工法では、断面修復部にも使えるんです。
●表面に施工する場合は、塗布後完全に乾燥させてからRF防錆ペーストを施工します。
●30年以上前から施工実績を積み重ねています。

断面修復にも使えるんです！

ご存知ですか！
『RF-100』は、“固化型けい酸塩系表面含浸材”に
位置付けられています

ご存知ですか！
『RF-100』は、“固化型けい酸塩系表面含浸材”に
位置付けられています

2012年に土木学会より、『コンクリートライブラリー137  けい酸塩系表面含浸工法の設計施工指針（案）』が発刊されました。

溶けにくいんです！

同指針（案）では、改質機構による分類を規定しています。

RF-100 は、固化型けい酸塩系表面含浸材に位置付けられ、その他のけい酸塩系表面含浸材とは異なり、
その乾燥固形物は水に溶けにくい性能を有します。

改質機構 乾燥固形物 主成分

固化型

反応型

水に溶けにくい
（難溶性）

水に溶けやすい
（可溶性）

けい酸リチウム
（RF-100）

けい酸塩混合型

けい酸ナトリウム

けい酸カリウム

断
面
修
復

表
面
被
覆

RF-100塗布

乾燥後

乾燥後
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施工後、長期間経過した構造物の追跡調査記録を確認されてますか？施工後、長期間経過した構造物の追跡調査記録を確認されてますか？
～リフリート工法は、追跡調査で効果を確認しています。 ～～リフリート工法は、追跡調査で効果を確認しています。 ～

補修材料・工法の選定では、各種物性等の確認に加えて、補修後の長期追跡調査によって実環境の耐久性を確認しておくこと
が重要です。リフリート工法は、良好な材料を厳格な施工管理士制度の下で補修し、追跡調査で耐久性を確認しています。 

コンクリート構造物の概要と補修31年後の外観… 鉄筋腐食によるはく落なし 

付着試験（補修31年後）…  補修材の付着強さは良好 （平均 1.7Ｎ／ｍｍ２）

■リフリート工法（RF仕様）で補修後31年を経過した建築物の追跡調査レポート 

補修材は、補修後３１年経過しても付着強さを持続している。
 （いずれの破断箇所も補修材以外が主で、付着は計測値以上と評価）  

●調査時 （補修後３１年：２０１４年）

●手摺支柱裏 ●梁側面

物　　件 

所　　在 

建　　設 

士別市民会館 （ＲＣ造，一部ＳＲＣ造） 

北海道士別市 

１９６４年 

補　　修  

補修工法 

調　　査 

１９８３年８月 （建設１９年後） 

リフリート工法 （現 ＲＦ仕様） 

２０１４年１１月 （補修３１年後） 

注） 外壁は、１９８３年にリフリート工法で補修後、数年後に弾性系仕上塗材が施されている。

●補修時 （１９８３年）

中性化等よる鉄筋腐食・はく落等が散見 補修時の外観

コンクリート

コンクリート 

コンクリート 

コンクリート

コンクリート 

コンクリート

1.2

1.3

1.5

1.1

1.7

1.4

①

②

③

④

⑤

平均

主な
破断箇所

部　位 付着強さ
（N/mm2） 

西面2階 
手摺支柱裏 

（接着エポ）

コンクリート 

（接着エポ） 

（接着エポ）

（接着エポ）

（接着エポ）

1.8

2.0

1.6

1.9

2.4

2.0

①

②

③

④

⑤

平均

主な
破断箇所

部　位 付着強さ
（N/mm2） 

西面１階 
梁側面 

補修後３１年経過しても、鉄筋腐食による“はく落等”の劣化の顕在化は見受けられない。  

リフリート工法で維持保全：追跡調査報告書【中性化補修】
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事前試験施工の結果、本施工に「リフリート工法」が採用… そして19年後

試験施工23年後（リフリート工法）
コンクリート構造物の維持保全には、実績のある適切な
補修材料、工法の選定、そして確かな施工が必要です。
今回、工法選定にあたり実施された試験施工箇所（全７工
法）を目視照査。この試験施工箇所は、実施後23年が経
過していました。
結果は、写真でおわかりのよう
に、リフリート工法実施箇所は、
おおむね良好な状態であること
が確認されました。

施工法A 施工法B 施工法C

施工法F施工法E施工法D

試験施工23年後（他工法）

他工法はコンクリート躯体から補修材が広範囲に
剥がれ落ちている状態

事前試験施工（頭首工） 
●事前試験施工：1987年、全7工法からの選定（リフリート工法が採用）

“凍害補修19年後”の追跡調査結果（導水路） 
▶外観：全体的には良好な状態
目地部周辺等の躯体挙動に影響される部分の一部の断面修復材のひび割れ、
浮きおよび剥落が見られるが、全体的には良好な状態であった。

▶躯体コンクリートと被覆材の付着強さ：
平均で1.6N/mm2（４×４ｃｍ鋼製治具と試験機を用いて測定）

●凍害補修19年後の付着試験結果

全 景

目地部周辺 喫水補修部

凍害補修19年後の外観

付着強さ※

0.9N/mm2
0.3N/mm2
0.2N/mm2
1.9N/mm2
1.8N/mm2
3.3N/mm2
2.5N/mm2
1.6N/mm2

破断箇所
躯体100%
躯体100%
躯体100%
躯体100%
躯体100%
躯体100%
躯体100%

－

調査箇所
Ａ

（スケーリング無）
Ｂ

（スケーリング有）

Ｃ
（スケーリング無）

平均
注）※:付着強さの低い箇所も、躯体100％破断

19年経過の本工事においても
全体的に良好な状態でした。

23年後も目視観察では
おおむね良好な状態でした。

凍害劣化した導水路をリフリート工法で補修凍害劣化した導水路をリフリート工法で補修
～長期経過後の追跡調査でその効果を実証 ～～長期経過後の追跡調査でその効果を実証 ～

■リフリート工法による凍害補修が長期に渡り、その機能を保持していたことが実証されました。

リフリート工法で維持保全：追跡調査報告書【凍害補修】

No.05

塩害対策を実施後、約20年経過した現在でも稼働中塩害対策を実施後、約20年経過した現在でも稼働中
～リフリート工法は、追跡調査で効果を確認しています。～～リフリート工法は、追跡調査で効果を確認しています。～

補修材料および工法の選定では、各種物性等の確認に加えて、補修後の長期追跡調査によって実環境の耐久性を確認しておく
ことが重要です。リフリート工法は、良質な材料を厳格な施工管理士制度の下で施工し、追跡調査で耐久性を確認しています。
■本報告は、2017年度日本建築学会大会にて報告されております。

調査結果の概要海岸に隣接する構造物を
補修。そして約20年…。
今でも健全性を保持し、
稼働しています。

調査した構造物は、1957年（約60
年前）に稼働を開始したとされる鉄筋
コンクリート造のセメントサイロです。
富山港に近い場所に位置し、海風等の
影響を受ける場所です。

補修工事着工前の調査では、外壁の
一部で鉄筋が露出する症状が確認さ
れ、また、表層5～20mmの位置で塩
化物イオン量が最大2.6㎏/m3含有
されているという結果が報告されて
おりました。
補修は1997年にリフリート工法（DS
仕様：塩害対策）にて実施され、現在も
稼働中のものです。

リフリート工法で維持保全：追跡調査報告書【塩害補修】

■リフリート工法（DS仕様）で補修後、約20年経過した鉄筋コンクリート構造物の調査報告書

外観

補修後約20年を経過。一部
に塗膜の剥がれやひび割れ
が確認できるものの、鉄筋
の露出などの再発は見受け
られない。

鉄筋の腐食状況

■は、西面修復履歴のある箇所の鉄筋。腐食の様子はない。鉄筋周りには、RF防
錆ペーストやRF厚付モルタルと思われるペースト、モルタル類が観察できる。

■、■は、はつり出した鉄筋。コンクリートの中性化は進行していない。鉄筋に著し
い腐食は見られない。

表面保護層の付着強さ

表面保護層の付着強さは、高い値が計測された。

北面より富山湾を望む

補修前（1997年）補修前（1997年） 調査時（2016年）調査時（2016年）

内部鉄筋内部鉄筋

1 2 3

1

2 3

測定
箇所

付着強さ
（N/mm2） 主な破断箇所

①2.9

②2.9

③3.1

①2.6

②3.1

③2.3

ペースト内部

ペースト内・コンクリート内　混合

ペースト内・コンクリート内　混合

測定治具接着剤と塗布の界面

測定治具接着剤と塗布の界面

測定治具接着剤と塗布の界面

北面
中段

北面
下段
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内在塩分量が２㎏/ｍ３を超える場合は、
リフリート工法により補修する。

内在塩分量が２㎏/ｍ３を超える場合は、
リフリート工法により補修する。

本内容は、第三者による評価結果を掲載するものです。詳細な内容は、発表論文「内在塩分に起因した塩害損傷における補修
材料の比較と評価」をご参照いただけますようお願いいたします。
■なお、発表論文の使用については、阪神高速技術株式会社様よりご承諾を受けております。

NETISやメーカーおよび主成分より６種類の補修材料を選定内在塩分に起因した塩害
損傷が多く発生する可能
性が高い。だからこそ、適
切な補修材料を選定し、維
持管理工法を体系化して
いく。
近年、RC橋脚やRC床版において、除

塩不足の海砂に起因した塩害損傷構

造物が確認されている。塩化物総量規

制が行われる以前に建設された構造

物が多い阪神高速道路では、今後内

在塩分に起因した塩害損傷が多く発

生する可能性が高い状況にある。しか

しながら、阪神高速道路では、内在塩

分に起因した塩害損傷に対しての補

修方法が定められていないため、今後

に向けて、適切な補修材料を選定し、

維持管理方法を体系化していく必要

がある。

本稿では、多種多様な補修材料から適

切な材料を選定することを目的に行っ

た補修効果確認試験結果を示したの

ち、施工性・経済性を総合的に比較・

評価した結果を報告する。
（発表論文より抜粋：原文）

内在塩分量が２㎏/ｍ内在塩分量が２㎏/ｍ内在塩分量が２㎏/ｍ３３３を超える場合は、を超える場合は、を超える場合は、
他工法との比較・評価 －阪神高速技術社による評価－

■阪神高速道路第49回技術研究発表会にて、阪神高速技術(株)より発表された内容です。

試験で使用した補修材料

選定方法
①NETISから「断面修復材」、「塩害」
で絞り込んだ結果から内容を確認
して抽出
②大手セメントメーカーの製品から
効果が見込めるものを抽出

　主成分やメカニズムが異なる5種
類と、通常使用しているポリマーセ
メントの6種類とした（表-1）。

　（発表論文より抜粋）

B：リフリート工法 DS仕様 【太平洋マテリアル株式会社】
●NETIS登録技術 KTK-150007-Ａ
●ケイ酸リチウム=RF-100 ●亜硝酸リチウム=DS-400

Ａ：※※※
●塩分固定化型  ●PAE（ポリアクリル酸エステル）

C：※※※
●NETIS登録技術 ●塩分吸着材 ●亜硝酸

D：※※※
●NETIS登録技術 ●含浸系保護材 ●シラン

E：※※※
●NETIS登録技術 ●特性陽極材 ●亜鉛

現状

A

B

C

D

E

※1  NETIS登録のうち、断面修復＆塩害でフィルタリング
　　 した結果選定されたもの
※2  ポリアクリル酸エステルの略

内容

断面修復

断面修復

断面修復

断面修復

電気防食

主成分

ポリマーセメントモルタル

塩素固定化型・PAE※2

塩分吸着材・亜硝酸

含浸系保護材・シラン

特性陽極材・亜鉛

ケイ酸リチウム
亜硝酸リチウム

NETIS※1

─

─

○

○

○

○

RF-100の塗布

DS-400の塗布

防錆処理
（RF防錆ペースト）

埋め戻し

下地調整保護層（RF防錆ペースト）

RF厚付モルタル

表面保護
（含浸材）

表-1　試験で使用する補修材

○ケイ酸リチウム
亜硝酸リチウム断面修復B
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